
 

 

 

 

 

「チャレンジ＆トライ」 

校 長 前田 裕司 

 やわらかな春の風がとても心地よく感じられ、校庭の花は色鮮やかに咲き、木々の緑もとて

も綺麗です。 

 1 年生 170 名、２年生 156 名、３年生 200名の全校生徒 526 名で、令和６年度の立花

中学校のスタートです。 

本校の目指すべき生徒像は「強く生き 正しく考え 優しく関わる 立中生」となっていま

す。まず、「強く生き」は、規則正しい生活を心がけ、学習や学校行事、部活動を通して様々な

人と関わり、心も身体も強くたくましく成長していく中で、人間の基礎を作ってほしいという

ことです。二つ目の「正しく考え」は、国際化、情報化が進む中、いま、社会は急激な速さで

大きく変化してきています。この先、十年から二十年後には今の仕事の約半分は自動化されて

人がする仕事は大きく変化するであろうと言われています。ひとりひとりが自分は今どうある

べきか、何をすべきかを考え、判断し、行動ができる生徒になってほしいということです。皆

さんには自分らしく、夢や希望を実現していくための力を身につけていってほしいと思います。

三つ目の「優しく関わる」は、集団の一員としての責任を果たし、他人への思いやりのある生

徒になってほしいということです。中学校で生活をしていると、自分と同じ考えを持っている

人もいますが、自分とは違った考えを持っている人も必ずいます。そのときに、自分の意見だ

けを通すのではなく、相手の意見にも耳を傾けられる人になって欲しいと思います。人の意見

を聞き、お互いを理解し、尊重することで、ともに成長していくのです。そして、今年一年は、

「チャレンジ＆トライ」ということを意識してほしいと思います。 

「チャレンジ」というのは、高いレベルのものごとに挑戦する、困難な問題や未経験のこと

に取り組む。という意味があります。「トライ」は新しいことに対して上手くいくか試してみる。

という意味です。 

大きな目標に「チャレンジ」するためには様々な「トライ」をしていくことが必要です。上

手くいかないときは別のことを「トライ」します。小さな「トライ」の積み重ねが大きな「チ

ャレンジ」につながります。失敗を恐れず小さな「トライ」を続け、大きな「チャレンジ」に

つなげていってほしいと思います。今年の立中生のキャッチフレーズは「チャレンジ＆トライ」

です。一年間、色々なことがあると思いますが、困ったことがあればいつでも周りの先生や友

達、家族の人に相談してください。必ず力になってくれる人がいます。 

 

一人ひとりが、自分自身を大切にして、自分の周りの人も大切にして、笑顔いっぱいに学校

生活を過ごしてくれることを楽しみにしています。 

保護者の皆様には、本校の教育活動にご理解とご協力をお願いすることも出てくるとは思い

ますが、生徒と教職員が笑顔で共に成長していける学校づくりを目指して精一杯頑張ってまい

ります。どうぞよろしくお願いいたします。 

【先生の異動】 

本年度も多くの別

れと出会いがありま

した。 

立花中学校を出ら

れた先生方ありがと

うございました。 

立花中学校に来ら

れた先生方よろしく

お願いします。 

 

 

 

 

 

【令和６年度の職員を紹介します】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
尼崎市立立花中学校 

 学 校 だ よ り     令和６年度４月号  

  強く生き、正しく考え、優しく関わる立中生 

 

転出・退職職員          転入職員 

小國朋光 先生 武庫東中へ     名古谷 敏弘 先生（特支） 

髙橋素子 先生 成良中へ      石本  彩葉 先生（家庭） 

草留真弓 先生 大庄中へ      川北 梓 先生（保健体育） 

鶴原輝人 先生 塚口中へ      中村 葉子 先生（英語） 

松本拓也 先生 ﾊﾞﾝｺｸ日本人学校へ  西 真喜子 先生（特支） 

片野坂英次先生 武庫東中へ      佐々木 もえ 先生（養護） 

中橋沙帆 先生 退職        小原 武次郎 先生（理科） 

北野玲子 先生 芦屋山手中へ    森田 優亜  先生（数学） 

伊原眞寿美先生 退職 

喜多 聡 先生 退職 

坂本 至 先生 退職 

山内みゆき先生 西宮大社中へ 


